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　今回は、順天堂大学医学部教授の
小林弘幸さんを講師にお迎えします。
　小林さんは、1960年埼玉県出
身。順天堂大学大学院医学研究科博
士課程を修了。ロンドン大学付属英
国王立小児病院外科などの勤務を経
て、順天堂大学医学部小児外科講
師、准教授を歴任し、現職に至って
います。　
　日本スポーツ協会公認スポーツド
クターでもあり、自律神経研究の第
一人者として、多くのトップアスリ
ートのパフォーマンス向上指導にも
研究成果が活用されています。
　また、順天堂大学病院に、日本初
の便秘外来を開設したことでも知ら
れており、「腸のスペシャリスト」と
言われています。腸内環境を整える
食品を紹介したり、ストレッチを考

案したりして、メディア出演や講演
活動を通し、健康な心と体の作り方
を提唱されています。
　「腸活にいいこと超大全」「リセッ
トの習慣」「医者が考案した『長生き
みそ汁』」「自律神経を整える手帳」
など多数の著書があり、どれも健康
に関する興味深い内容ばかりです。
　人間にとって理想的なのは、体内
の交感神経と副交感神経が、ともに
高いレベルで活動すること。かつ、
自律神経のバランスを整えることが
健康の秘訣であるとのことです。
　「健康になる７つの習慣」という魅
力的な演題から、すぐに役立つこと
満載の講演会になりそうで、今から
ワクワクしています。
　皆様、どうぞ、ご期待ください。

テーマ ● 健康になる 7 つの習慣
―健康は自律神経のバランスで決まる―
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■と　き／9月18日（月・祝） 14:30～16:00

■講　師／アパホテル㈱取締役社長　元
も と や

谷 芙
ふ み こ

美子氏

■テーマ／私が社長です。

●福井県出身。1971年、夫・外志雄氏と共に信金開発（現・アパ㈱）
を創業。2006年、早稲田大学大学院公共経営研究科修士号を取得。
2011年には同博士課程を修了。1994年、アパホテル㈱社長に就任後
は、自ら広告塔となり、会員制やインターネット予約システムをいち早く
導入し、全国規模のホテルチェーンへと成長させた。「私が社長で
す。」のセリフでおなじみの元谷氏は、バラエティー番組でも引っ張り
だこである。

　次回のご案内

開  場 17：30
夢のひろば 18：00
講  演 18：30（終了20:00）

小
こばやし

林 弘
ひろゆき

幸氏講　師 ●

●埼玉県出身。順天堂大学医学部卒。ロンドン
大学付属英国王立小児病院、トリニティ大学付
属医学研究センターなどを経て、現在、順天堂
大学医学部教授、日本スポーツ協会公認スポーツ
ドクター。各種研究の中で自律神経バランスの重
要性に着目し、日本初の便秘外来を開設した腸の
スペシャリスト。自律神経研究の第一人者として、
プロスポーツ選手、アーティスト、文化人等への
コンディショニング向上指導に関わっている。

小林 弘幸 氏のプロフィール
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順天堂大学教授　

8月の講演会は第3木曜日です。



※
締
め
切
り
は
８
月
23
日
㈬
（
必
着
）

※
宛
先
は
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学
事
務
局
ま
で

講
演
を
聴
か
れ
た
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

日
本
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
!!

佐
世
保
市
瀬
戸
越
２
丁
目　

鷲
見　

邦
子

　

全
国
的
に
日
々
最
高
気
温
が
更

新
さ
れ
る
中
、
今
回
の
「
夢
の
ひ

ろ
ば
」
は
、
自
ら
「
昭
和
の
バ
ス

ガ
イ
ド
」
と
名
乗
っ
て
お
ら
れ
る

山
口
美
都
子
さ
ん
の
案
内
で
、
熊

本
復
興
の
旅
へ
の
出
発
で
～
す
。

　

震
災
か
ら
７
年
、
熊
本
城
・
新

阿
蘇
大
橋
等
の
復
興
の
様
子
を
映

像
で
見
せ
て
い
た
だ
き
、
同
じ
九

州
人
と
し
て
誇
ら
し
く
思
う
と
と

も
に
、「
が
ま
だ
せ
!! 

肥
後
も
っ

こ
す
!!
」
と
、
思
わ
ず
心
の
中
で

叫
ん
で
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
の
講
師 

中
林
美
恵

子
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
で
も
よ
く
拝

見
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
中
枢

で
活
躍
さ
れ
て
い
た
キ
ャ
リ
ア
が

物
語
っ
て
い
る
と
感
じ
る
方
で
し

た
。
国
際
情
勢
の
推
移
を
洞
察
す

る
的
確
な
論
評
は
、
群
を
抜
い
て

い
る
と
日
頃
か
ら
尊
敬
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
「
才

色
兼
備
」
と
い
う
言
葉
に
ぴ
っ
た

り
当
て
は
ま
る
オ
ー
ラ
が
、
醸
し

出
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
激
変

す
る
国
際
情
勢
と
日
本
の
課
題
」

に
つ
い
て
は
、
世
界
最
強
と
言
わ

れ
た
、
か
つ
て
の
ア
メ
リ
カ
の
変

化
、
そ
し
て
中
国
・
北
朝
鮮
の
不

気
味
な
脅
威
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
等
々
、
決
し
て
無
関
心

で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

混
沌
と
し
た
中
に
も
、
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
に
伴
い
、
観
光
立
国
で

あ
る
我
が
国
の
観
光
客
は
、
今
年

上
半
期
で
１
千
万
人
を
超
え
た
と

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。「
最
強

パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
順
位
は
、
長
年

の
ト
ッ
プ
か
ら
３
位
に
陥
落
し
ま

し
た
。
と
は
い
え
、
日
本
古
来
の

文
化
と
伝
統
、
美
し
い
自
然
、
そ

し
て
何
よ
り
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」

の
精
神
等
、
日
本
の
魅
力
と
心
の

穏
や
か
さ
を
世
界
に
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の

課
題
と
思
い
ま
す
。

　

中
林
さ
ん
の
講
演
は
、「
国
際

社
会
で
の
日
本
」
の
あ
り
方
を
、

今
一
度
考
え
る
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

懸
念
さ
れ
る
「
台
湾
有
事
」

佐
世
保
市
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
町　

松
井　

昭
夫

　

今
回
の
講
演
は
、
現
在
世
界
で

起
こ
っ
て
い
る
国
際
情
勢
を
数
点

示
さ
れ
、
そ
の
一
つ
一
つ
を
解
説

■中林さんの第一印象は、誠実で礼
儀正しい方。まずは、佐世保との縁
について話された。そして、日米韓
中やウクライナ問題など、現代の国
際情勢を分析し、わかりやすく解説
された。日本は素晴らしい国だとの
持論を展開。私もそう思う。
　アメリカと不仲の国に対しても、
我が国は良好な関係を保っているケ
ースが多い。それを活かして、係争
中の国同士の仲裁などに活躍する日
本であってほしい。今は、１日も早く
ウクライナに平和が戻ってほしい。

佐世保市南風崎町●横山　春美

■「天は二物を与えず」と、昔から
聞く言葉ですが、中林さんのお姿の
美しいこと、そしてお顔も。登壇さ
れた姿に、アッと息を呑むほど圧倒
されました。それから１時間半、流
れ出る美しい声と言葉。テレビでは
わかりにくい言葉も、しっかり頭に
入り、うなずいていました。そして、
頭の切れる聡明さにうっとり‥‥。
　時の流れが早かった一夜でした。
一物も与えられなかった私にがっか
りしながらの暑い夜でした。

佐世保市瀬戸越2丁目●吉冨　笑子

■楽しいバスの旅を味わうことがで
き、ありがとうございました。
　また、中林さんのお話をうかがい、
日本を取り巻く状況が、地理的にも
厳しいことをひしひしと感じました。
のんびりと対岸の火事みたいに見て
はいけないと痛感し、もっと新聞など
にも目を向けたいと思います。早く
平和な世界になることを願うばかり
です。　

佐世保市大宮町●田中　美禰

■アメリカで勤務経験のある中林さ
んの講演は、とても興味深い内容で、
自分の視野が少し広がったような気
がします。

佐世保市下本山町●山口　八重子

■山口美都子さんの「夢のひろば」
で、地震復興後の熊本に行きたくな
りました。
　中林美恵子さんには、激変する国
際情勢をわかりやすくご教示いただ
き、ありがとうございました。

佐世保市大和町●宅島　冨士彌

■グローバルサウスの問題やアメリ
カの変化。日本の役割がどういった
ものなのか。中林さんの話の中で、
中国のＷＴＯ（世界貿易機関）加盟で
中国が発展し、立場が10年間で変化
したアメリカ。日本と台湾の位置関
係を表す地図が本当に近いなと感
じ、やはり激変していく世界を意識
せざるを得ないと思いました。
　統合抑止や各国との安保協定。ア
メリカの対中政策も含めて、国際情
勢を見極め、勉強していこうと思い
ます。　

佐世保市小島町●髙増　香里

■今日は、久しぶりの旅行、「発車
オーライ！ バスの旅」。本当に短時間
でしたが、楽しかったです。遠出を
したくなりました。　　
　「激変する国際情勢と日本の課題」
については、本当に毎日毎日緊張
状態が続く国々の問題が、メディア
で繰り返されています。日本が一番
安全だと思っていたけれど、それも
危うくなってきています。どう向き
合っていくのか、力を蓄えないとい
けませんかね？　

佐世保市赤崎町●木村　典子

■中林氏の故郷、熊谷市の「とおり
ゃんせ」で有名な神社参拝。あの町
から高名な方が‥‥と。令和5年の
コロナ禍後の世界がどう進化してい
くのか、講話を楽しみに出席しまし
た。76歳の現在、人生100年時代の
参考になりました。　

佐世保市白岳町●恒石　富子

中林美恵子 氏
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※
締
め
切
り
は
８
月
23
日
㈬
（
必
着
）

※
宛
先
は
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学
事
務
局
ま
で

講
演
を
聴
か
れ
た
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

和やかな笑顔で、
　激変する国際情勢を説く！

す
る
形
で
進
め
ら
れ
た
。
中
林
氏

は
、
米
国
議
会
の
中
枢
で
10
年
間

勤
務
さ
れ
た
経
験
を
活
か
し
、
図

表
や
米
国
の
世
論
調
査
の
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

を
交
え
て
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、
私
が
一
番
気
に
な

っ
た
の
は
、「
日
本
と
台
湾
」
の

項
目
で
あ
っ
た
。
防
衛
省
が
南
西

諸
島
の
防
衛
体
制
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
は
新
聞
や
ニ
ュ
ー

ス
で
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
示

さ
れ
た
台
湾
と
日
本
の
間
の
「
第

一
列
島
線
」
を
見
て
、
驚
愕
し

た
。
馬
毛
島
か
ら
奄
美
大
島
、
沖

縄
本
島
、
宮
古
島
、
石
垣
島
、
与

那
国
島
と
、
正
に
一
直
線
上
に
自

衛
隊
の
駐
屯
地
を
新
設
し
、
ミ
サ

イ
ル
部
隊
を
配
備
す
る
形
に
な
っ

て
い
る
で
は
な
い
か
。
米
中
対
立

の
最
前
線
と
な
り
、
台
湾
有
事
に

な
れ
ば
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ

と
に
な
る
。
中
国
の
軍
事
増
強
に

合
わ
せ
て
、
政
府
が
防
衛
力
の

「
南
西
シ
フ
ト
」
を
進
め
る
一
方

で
、
国
民
保
護
の
取
組
は
あ
ま
り

見
え
て
こ
な
い
。

　

中
林
氏
は
「
台
湾
有
事
の
ケ
ー

ス
」
も
示
さ
れ
、
米
国
だ
け
で
は

中
国
抑
止
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と

も
説
明
さ
れ
た
。
米
国
は
同
盟
・

パ
ー
ト
ナ
ー
国
に
軍
事
力
強
化
を

求
め
、
米
国
の
軍
事
力
と
統
合
し

て
抑
止
力
を
高
め
る
の
が
狙
い
だ

っ
た
。
岸
田
政
権
は
、「
統
合
抑

止
戦
略
」
に
基
づ
く
バ
イ
デ
ン
政

権
の
要
求
を
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
受

け
入
れ
た
の
だ
。

　
「
米
国
が
こ
の
10
年
間
で
ガ
ラ

ガ
ラ
と
変
わ
っ
て
き
た
。
今
こ
そ

日
本
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て

い
く
べ
き
。」
と
、
日
本
の
発
信

力
に
期
待
を
込
め
た
中
林
氏
の
力

強
い
言
葉
に
、
日
本
の
活
路
が
見

え
る
気
が
し
た
。

国
際
秩
序
を
脅
か
す
国
は
ど
こ
？

北
松
浦
郡
佐
々
町　

法
本　

安
子

　

さ
せ
ぼ
夢
大
学
の
楽
し
み
は
、

も
ち
ろ
ん
講
師
の
お
話
で
す
。
で

も
、
私
に
と
っ
て
、
理
事
長
さ
ん

の
お
話
や
「
夢
の
ひ
ろ
ば
」
も
楽

し
み
の
一
つ
で
す
。
さ
ら
に
、
お

隣
の
人
と
の
二
言
三
言
の
会
話

も
、
名
前
も
知
ら
な
い
方
で
す
が
、

同
じ
夢
大
学
に
通
う
者
と
し
て
通

じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
感
想
文
を
書
い
て
、

私
の
夢
大
学
終
了
で
す
。
原
稿
に

向
か
い
、
頭
の
中
を
整
理
し
な
が

ら
、
ペ
ン
を
進
め
ま
す
。

　

今
回
の
講
師
は
、
テ
レ
ビ
情
報

番
組
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て

も
お
馴
染
み
の
中
林
美
恵
子
氏
。

高
身
長
で
ス
ラ
リ
と
し
た
お
姿
、

和
や
か
な
笑
顔
で
の
ご
登
壇
は
、

テ
レ
ビ
と
変
わ
ら
ず
素
敵
で
し
た
。

　

屈
強
だ
っ
た
米
国
が
、
こ
の
10

年
間
で
ガ
ラ
ガ
ラ
と
崩
れ
、
統
合

抑
止
と
い
う
名
の
も
と
、
同
盟
国

な
ど
と
一
丸
と
な
り
、
国
際
秩
序

を
脅
か
す
国
に
対
し
て
抑
止
力
を

働
か
せ
て
い
る
世
界
情
勢
。
米
国

単
独
で
は
対
峙
が
難
し
い
中
国
と

の
問
題
に
も
取
り
組
も
う
と
い
う

も
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
日

本
の
防
衛
力
も
問
わ
れ
ま
す
。
台

湾
を
め
ぐ
る
米
中
対
立
も
、
日
本

と
の
物
理
的
近
さ
な
ど
を
示
し
、

身
近
な
問
題
と
し
て
引
き
寄
せ
、

米
国
政
治
の
現
状
と
展
望
を
説
か

れ
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
の
大
統

領
選
を
前
に
し
た
、
米
国
内
の
世

論
調
査
に
基
づ
い
た
世
界
情
勢
の

解
説
や
、
即
時
性
の
高
い
詳
細
な

お
話
を
伺
い
、
難
し
い
テ
ー
マ
と

思
っ
て
い
た
課
題
が
、
ち
ょ
っ
と

理
解
で
き
た
今
日
の
夢
大
学
で
し

た
。

日
本
が
出
来
る
こ
と
は
？

佐
世
保
市
大
和
町　

新
北　

博
美

　

爽
や
か
な
薄
グ
リ
ー
ン
の
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
で
颯
爽
と
登
場
さ
れ
た
中
林

さ
ん
。
ま
さ
に
今
、
激
変
す
る
国

際
情
勢
の
専
門
家
で
、
こ
ち
ら
の

背
筋
も
ピ
ン
と
伸
び
、
お
話
に
引

き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
が
始
め
た
戦
争
は
終
わ

り
が
見
え
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
食

料
事
情
も
悪
化
し
、
す
べ
て
の
物

の
値
段
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
戦

争
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ

と
に
、
良
い
こ
と
は
何
も
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

ど
う
し
て
止
め
ら
れ
な
い
の

か
？

　

ロ
シ
ア
は
ど
う
し
て
止
め
な
い

の
か
？

　

じ
れ
っ
た
い
思
い
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
や
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
等
が

広
が
っ
て
き
て
、
こ
の
先
の
世
界

や
国
際
情
勢
は
ま
す
ま
す
激
変
す

る
の
は
必
須
と
思
わ
れ
ま
す
。
国

家
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
も
っ
と
変
化

し
、
一
体
ど
う
い
う
世
界
に
な
っ

て
い
く
の
か
不
安
だ
ら
け
で
す
。

米
国
の
核
の
傘
の
下
か
ら
出
て
、

「
統
合
抑
止
」
の
歩
調
を
合
わ
せ
、

争
い
を
抑
止
し
て
い
く
時
代
に
な

っ
て
き
た
と
の
こ
と
。

　

日
本
が
出
来
る
こ
と
は
？

　

何
事
に
も
動
じ
な
い
穏
や
か
な

国
民
性
で
、
太
平
洋
側
の
方
向
の

み
を
向
く
の
で
は
な
く
、
近
く
の

ア
ジ
ア
の
国
々
と
の
結
び
つ
き
を

強
く
し
て
、
今
後
盛
ん
に
な
る
で

あ
ろ
う
観
光
業
で
日
本
の
価
値
を

示
し
て
い
く
こ
と
か
。

　

自
分
の
生
活
に
照
ら
し
合
わ
せ

る
と
、
日
々
を
堅
実
に
生
き
て
行

こ
う
、
そ
う
思
い
ま
し
た
。

◆日 時／8月17日㈭　午後6時～6時20分
◆演 目／太極拳
◆出 演／太極拳　かんわ会
◆出演者紹介
　かんわ会は結成25年。佐世保市・佐々町
などで活動する300名程の太極拳愛好者の
会です。昨年は、これまでの会員の積極的
な活動が認められ、国から「生涯スポーツ
優良団体文部科学大臣賞」を受賞しました。
　これからも常に目標を掲げ、健康と技術
向上、そして太極拳の普及活動に力を入れ
ていきたいと思います。今回は、15年以上
の経験者や大会出場者が出演します。

◆演目解説
・日本での普及用として作られた

「太極扇二十二式」
・バランス力が要求される

「太極剣四十二式」
・中国武当山にて習得した

「武当太極拳十三勢」
・昨年、九州大会で披露した

「総合太極拳の集体」

夢のひろば

7月夢のひろば　山口美都子「発車オーライ！ バスの旅」7月夢のひろば　山口美都子「発車オーライ！ バスの旅」
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カブトガニ

柴
しばた

田　昭
てるたか

隆

　

九
十
九
島
湾
に
は
、
二
億
年

前
か
ら
ほ
と
ん
ど
形
を
変
え
ず

に
生
き
て
来
た
生
物
が
い
る
。

そ
れ
は
、
兜（
か
ぶ
と
）〔
お
わ
ん

の
よ
う
な
甲
羅（
こ
う
ら
）〕を
か
ぶ

っ
た
格
好
か
ら
カ
ブ
ト
ガ
ニ
と

名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
名
称
と

異
な
り
カ
ニ（
甲
殻
類
）で
は
な

い
。
カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
鋏
角（
き
ょ
う

か
く
）類
で
あ
り
、
進
化
の
過
程

か
ら
は
ク
モ
や
サ
ソ
リ
に
近
い
。

　

体
長
は
オ
ス
五
十
セ
ン
チ
、

雌
六
十
セ
ン
チ
程
度
の
東
南
ア

ジ
ア
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
東
海

岸
に
生
息
す
る
節
足
動
物
で
あ

る
。
国
内
で
は
九
州
北
部
沿

岸
、
瀬
戸
内
海
の
西
部
沿
岸
な

ど
に
わ
ず
か
に
生
息
す
る
。

　

幼
少
期
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や

微
生
物
を
食
べ
て
干
潟
で
暮
ら

す
。
三
年
以
上
に
な
る
と
ゴ
カ

イ
な
ど
の
環
形
動
物
や
ア
サ
リ
、

ウ
ニ
、
ア
オ
サ
等
の
海
藻
を
食

べ
る
。

　

幼
生
か
ら
成
体（
大
人
）に
な

る
ま
で
約
十
六
回
脱
皮
す
る
。

脱
皮
の
た
び
に
殻
が
約
一
・
三
倍

大
き
く
な
り
、
約
十
五
年
で
成

体
に
な
る
。

　

オ
ス
と
な
る
か
、
メ
ス
と
な

る
か
は
、
最
後
の
脱
皮
を
し
た

と
き
に
や
っ
と
決
ま
る
。
そ
れ

か
ら
十
年
ぐ
ら
い
生
き
る
の
で

推
定
寿
命
は
二
十
五
年
ほ
ど
で

あ
る
。

　

泥
の
中
は
歩
い
て
移
動
す
る

が
、
水
中
で
は
水
面
近
く
を
背

泳
ぎ
で
進
む
。
お
椀
の
よ
う
な

甲
羅（
こ
う
ら
）が
船
の
か
わ
り
に

な
り
浮
力
を
受
け
や
す
く
安
定

し
た
泳
ぎ
が
で
き
る
。
鰓
脚（
え

ら
あ
し
）を
あ
お
り
、
ス
ク
リ
ュ

ー
の
よ
う
に
水
流
を
起
こ
し
て

進
む
。

　

一
夫
一
婦
制
で
、
メ
ス
の
上

に
オ
ス
が
乗
っ
た
体
勢
を
長
期

間
維
持
す
る
。
夏
の
大
潮
時

に
、
つ
が
い
で
汽
水
域（
き
す
い
い

き
）へ
上
り
砂
地
で
産
卵
す
る
。

孵
化
し
た
幼
生
は
干
潟
に
移
動

し
、
成
体
に
近
づ
く
に
つ
れ
て

沖
へ
と
移
動
し
て
い
く
。

　

活
動
す
る
の
は
、
水
温
が

十
八
度
以
上
に
な
る
六
月
中
旬

か
ら
九
月
末
頃
迄
で
、
海
水
温

が
低
下
す
る
と
沖
合
の
深
い
と

こ
ろ
へ
潜
り
、
一
年
の
う
ち
八

ヵ
月
間
は
餌
を
食
べ
ず
に
冬
眠

す
る
。

　

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
こ

ん
な
に
不
思
議
な
動
物
が

九
十
九
島
湾
に
生
息
し
て
い

る
。
し
か
し
、
自
然
界
で
観
察

カブトガニのつがい

す
る
の
は
難
し
い
の
で
水
族
館

で
見
て
も
ら
い
た
い
。

　

豊
か
な
森
と
清
ら
か
な
川
、

波
の
静
か
な
浅
い
海
に
広
大
な

干
潟
と
砂
浜
が
あ
る
こ
と
が
カ

ブ
ト
ガ
ニ
の
生
息
条
件
で
あ
る
。

　

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
祖
先
は
、
古

生
代
・
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
の
三
葉
虫

が
祖
先
と
さ
れ
て
い
る
。

　

恐
竜
が
絶
滅
し
た
地
球
規
模

の
危
機
に
も
適
応
し
て
、
し
か

も
、
あ
ま
り
生
物
的
進
化
を
遂

げ
る
こ
と
な
く
二
億
年
を
生
き

て
き
た
生
物
が
、
人
間
の
人
工

物
な
ど
に
よ
る
環
境
悪
化
に
よ

り
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

希
少
生
物
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が

九
十
九
島
湾
に
生
息
す
る
こ
と

は
、
こ
の
湾
の
自
然
が
豊
か
で

あ
る
こ
と
の
象
徴
で
あ
る
。

　

カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
九
十
九
島
湾

に
生
き
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を

持
ち
、
生
き
て
行
け
る
環
境
を

保
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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★
中
林
美
恵
子
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「『
夢
の
つ
づ
き
』の
表
紙
の
写

真
よ
り
お
綺
麗
で
し
た
。」
と
、

中
林
美
恵
子
さ
ん
の
第
一
印
象
を

話
す
理
事
長
。
私
も
、「
背
が
高

く
、
ス
ラ
リ
と
し
た
方
な
の
で
、

ア
メ
リ
カ
人
の
中
に
い
て
も
遜
色

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。」
と
思
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
長
崎
空
港
へ
の
出
迎

え
は
不
要
で
す
。」
と
、
気
遣
い

を
さ
れ
る
方
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

中
林
さ
ん
の
ス
ラ
イ
ド
資
料
を

一
枚
一
枚
見
て
い
る
と
、
写
真
や

グ
ラ
フ
・
表
・
地
図
な
ど
を
取
り

入
れ
、
本
当
に
丁
寧
に
わ
か
り
や

す
く
作
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

台
湾
有
事
の
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
、
米
中
対
立
の
激
化
、
今
後
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
、
来
年
の
ア
メ

リ
カ
大
統
領
選
挙
に
つ
い
て
な

ど
、
激
変
す
る
国
際
情
勢
が
、
手

に
取
る
よ
う
に
わ
か
り
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
は
、
解
説
者
や
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
ご
活
躍
の
様

子
を
頻
繁
に
拝
見
し
ま
す
が
、
今

後
は
さ
ら
に
親
近
感
を
も
っ
て
応

援
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
東
京
に
戻
り
、
す
ぐ
に
新
潟

の
会
議
へ
行
く
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
中
林
さ
ん
。
お
忙
し
い
中
、佐

世
保
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
20
分
間
で
、
熊
本
旅
行
を
満
喫

し
ま
し
た
！

　
「
夢
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
元
市
営

バ
ス
ガ
イ
ド
の
山
口
美
都
子
さ

ん
。
多
く
の
ス
ラ
イ
ド
写
真
を
使

っ
て
、
楽
し
い
旅
案
内
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

シ
ナ
リ
オ
を
ス
ラ
イ
ド
ご
と
に

作
成
。
そ
れ
を
暗
記
し
、
20
分
内

に
収
め
よ
う
と
、
何
回
も
練
習
し

た
そ
う
で
す
。
や
は
り
、
長
年
培

っ
た
バ
ス
ガ
イ
ド
と
し
て
の
プ
ロ

意
識
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

お
か
げ
で
、
復
興
後
の
熊
本
に

行
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
楽

し
か
っ
た
で
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★「
薬
を
飲
む
の
で
、
会
場
で
水

を
飲
ん
で
い
い
で
す
か
？
」

　

私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
は
、
時
々
こ

う
い
う
質
問
を
受
け
ま
す
。
Ｏ
Ｋ

と
言
い
た
い
の
で
す
が
、
ア
ル
カ

ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
の
き
ま
り
に
従

い
、
会
場（
ホ
ー
ル
）で
の
飲
食
は

禁
止
で
す
。
飲
食
が
必
要
な
場
合

は
、
各
階
の
ロ
ビ
ー（
ホ
ワ
イ
エ
）

で
さ
れ
る
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。

★
館
内
の
空
調
に
対
す
る
備
え

　

ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
の
大

ホ
ー
ル
空
調
は
、
部
分
的
な
調
整

が
で
き
ま
せ
ん
。
６
月
の
講
演
会

か
ら
冷
房
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

座
席
の
位
置
に
よ
っ
て
は
、
か
な

り
の
温
度
差
が
あ
り
ま
す
。
十
分

な
準
備
を
さ
れ
た
上
で
、
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

事
務
局
だ
よ
り


